
地獄牙夜叉

データ

データ

読み べるがだらす

所属 鐘馗頑駄無の部下

デザイン機体
ＸＭ－０４　ベルガ・ダラス（機動戦士ガンダ
ムＦ９１）

作品 新ＳＤ戦国伝　地上最強編

内容
赤流火穏国主の鐘馗頑駄無に対して突如、反乱を起こした鐘馗の部下の一人。直情的ですぐに
暴力を振るう性格の地獄牙兄弟の弟でかつて武力による治世・外交を主張して鐘馗に咎められ
た事を不満に思っており、鐘馗を闇大帝の魔力で玉状の物に封じ込め、武里守勉城を乗っ取る
ものの阿修羅頑駄無一行の合体技・業火猛襲弾により倒される。実は「あの方」こと闇大帝頑
駄無の部下の一人に過ぎなかった。なお、風雲録では鐘馗を封じ込めていたのは闇大帝では
なく夜叉の魔力と言う事になっていた。後に七超将軍編で再生地獄牙羅刹として復活する。

使用武器＆支援メカ

■■剣【つるぎ】

地獄牙夜叉が普段背部に装備している本編未使用の剣、
風雲録ではフェンシングの剣のような形をしていた。

■■ニードル【にーどる】

地獄牙夜叉の右腕に装着されているニードル状の武器。

■■背部アーム【はいぶあーむ】

地獄牙夜叉の背中に装備されている六本の腕、実は正式名称不明。

使用忍術＆必殺技

■■夜叉焔蝎砕【やしゃえんかつさい】蝎砕

本編未使用の為に背部の六本の腕を使って繰り出す必殺技と言う事以外は詳細不明。

■■鬼神闇縛の舞【きしんおんばくのまい】

蟲戦輪を上空に飛ばし、戦輪の刃を切り離して縦横無尽に攻撃し、
自分達は更に分身すると言う地獄牙兄弟必殺の分身攻撃。

備考
地上最強編第三章のボスキャラその二、彼等兄弟は兄の羅刹が智謀に長け、弟の夜叉が直情的と
いう設定なのだが本編ではその設定が生かされていないような気がするのは気のせいだろう
か？しかも、風雲録では羅刹が直情的、夜叉が智謀に見えなくも無い。もしや風雲録版では二人
の性格設定が入れ替わっている？
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ＢＢ戦士�１０４　阿修羅頑駄無説明書＆コミックワールド
ＢＢ戦士�１０５　仁王頑駄無説明書＆コミックワールド
ＢＢ戦士�１０６　不知火頑駄無説明書＆コミックワールド
バンダイ刊　ＢＢ戦士コミックワールドウルトラスペシャル
講談社刊　ＳＤ武者ガンダム風雲録（全９巻）
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